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まかおと報布

％

（日曜日）定価一部5円昭和37年4月15日

第66・号・＿1＿
ll㈱閣鰯1

人　口　49906
　　男　25、853

　　女　26，075

世帯数　　9，250

固定資産税（矛1期）
国民健康保険料（矛1期）

　納期4月30日
ー
層
「
璽拡

大
さ

し
ろ

イ

市
域

入
番
目
の
都
市
に
躍
進
〃
・

十
日
町
市
で
は
こ
の
た
び
隣
村
の

水
沢
村
を
合
併
し
、
四
月
一
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
市
の
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
規
模
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ら
に
拡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
面
積
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
平
方
キ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
材
、
人
口

…麟灘…麟
四
九
、
八

五
四
人

（
昭
和
三

＋
五
年
国

勢
調
査
人

口
）
と
な

り
ま
し
た

こ
の
結
果

市
勢
も
面

積
で
は
県

下
五
番
目

人
口
で
は

八
番
目
の

都
市
に
躍

進
い
た
し

ま
し
た
。

水
沢
村
と

の
合
併
は
去
る
昭
和
三
十
六
年
七
月

六
日
、
水
沢
村
議
会
か
ら
口
頭
に
よ

♀
島
市
へ
合
併
の
実
れ
が
あ
［
こ
の
た
め
＋
日
町
市
に
お
き
ま
し
て

り
ま
し
た
。
こ
れ
が
端
緒
と
な
り
合
一
は
合
併
特
別
委
員
会
を
設
け
る
一
方

併
問
題
が
順
次
進
み
、
本
年
に
入
っ
一
そ
の
受
入
れ
諸
般
の
調
査
を
行
っ
て

て
よ
う
や
く
活
発
化
し
、
一
月
二
十
曹
来
ま
し
た
が
、
本
年
二
月
三
日
市
議

九
日
水
沢
村
で
は
合
併
間
題
に
つ
い
一
会
で
は
緊
急
臨
時
市
議
会
を
招
集
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

て
の
村
議
会
を
開
催
、
十
日
町
市
へ
｝
沢
村
か
ら
の
合
併
申
し
入
れ
を
正
式

合
併
を
申
入
れ
る
こ
と
を
正
式
に
議
．
に
受
理
い
た
し
ま
し
た
。

決
い
た
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
｝

機
構
を
改
革

　
　
　
　
衛
生
体
育
課
を
新
た
に
設
け
る

　
今
回
の
合
併
に
よ
り
市
役
所
職
員

は
水
沢
村
か
ら
の
五
十
七
名
（
う
ち

十
一
名
臨
時
職
員
）
が
増
員
に
な
り

ま
し
た
の
で
そ
れ
ぐ
四
月
一
日
付

で
各
課
に
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
一
方

こ
の
合
併
を
機
に
従
来
の
保
険
衛
生

課
が
保
険
課
と
衛
生
体
育
課
に
分
れ

た
ほ
か
、
福
祉
事
務
所
の
窓
口
事
務

の
多
い
、
国
民
年
金
係
が
市
民
課
に

移
さ
れ
市
民
の
直
接
ツ
ー
ビ
ス
に
努

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
衛
生
体

育
課
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
の
は
地
域

の
拡
大
に
よ
っ
て
従
来
、
国
保
業
務

と
併
せ
て
衛
生
行
政
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
今
回
国
保
と
独
立
し
て
保

　

一
険
課
と
し
、
衛
生
行
政
は
環
境
衛
生

，
て
市
民
待
望
の
体
育
の
殿
堂
厚
生
体

育
舘
が
本
年
完
成
い
た
し
ま
す
の
で

一
こ
れ
が
運
営
管
理
と
市
民
体
育
の
振

興
を
図
る
べ
く
衛
生
体
育
課
を
新
設

し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
公
衆
衛
生
の
二
部
門
を
設
け
あ
わ
せ

消
防
を
強
化

消
防
士
を
増
員

一

「　
昭
和
三
十
六
年
事
業
と
し
て
新
庁

舎
が
高
田
町
に
完
成
い
た
し
ま
す
の

　

一
で
人
員
を
増
強
し
、
市
消
防
体
勢
を

整
え
る
ほ
か
こ
れ
を
機
会
に
消
防
施

設
の
整
備
に
も
努
力
い
た
し
ま
し

た
。

十日町市行政機構一覧

秘書係，職員係，企画係，広報統計係

庶務係，文書係，計算係

事務係，市民係，柑談係，国民年金係

税政係，市民税係，固定資産税係，徴収係，国上調査係

監理係，土木係，建築係，都市計画係

農林係，商工係，農業土木係

保険係、保健指導係，診療所

公衆衛生係，環境衛生係，市民体育係

事務係，エ務係

財政係，管財係

裏務係，社会係，保護係　　　保護

中条出張所，下条出張所，吉田出張所，六箇出張所，水沢出張蛎

室長
．

市

黙
　課　設建

　課　業遭

保険課

礪
臨
鷹

収ぺ役

庶務課，社会教育課，学校教育課

1事務局，

助　役

選管委

総務係，警防係．予防係，機関係

教育委レ桧 事務局

，農業委員会 事務局

『監査委員 事務室

議　△ 事務局誤

縞本部 消防署

　
市
で
は
水
沢
村
の
合
併
に
よ
り
保

険
衛
生
課
を
分
離
し
て
、
保
険
課
と
・

衛
生
体
育
課
の
二
課
を
設
置
し
た
の

を
は
じ
め
、
国
民
年
金
事
務
を
市
民

課
窓
口
に
移
管
い
た
し
ま
し
た
。
又

新
た
に
選
挙
管
理
委
員
会
が
発
足
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
伴
い
人
事
異
動
・

が
四
月
一
日
付
で
つ
ぎ
の
と
お
り
発

令
さ
れ
ま
し
た
。

’
▽
庶
務
課
長
　
冨
井
喜
雄
（
旧
水
沢
．

　
収
入
役
）

▽
市
民
課
長
岡
田
信
郎
（
庶
務
課
長
）
、

．
▽
衛
生
体
育
課
長
　
酒
井
梅
吉
（
市

　
民
課
長
）

・
▽
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
内

　
山
仙
吉
（
庶
務
課
長
補
佐
）

▽
吉
田
出
張
所
主
任
　
大
島
信
貞

　　　　　　　　　　　　『　酔　　　　　　　　　一　　　　　一　｝　　一一
ψ　　　一

市　長

納
盤
幽
“
麺
り
”
“
”
”
”
”
随
ド
”
隔
”
”
”
．
o
隔
服
臨
甜
隠
鱒
”
”
“
ド
r
睡
闘
”
”
り
閃
門
”
”
腿
雁
隔
”
”
軸
ド
”
”
6
”
闘
”
”
”
”
胡
餌
弱
騨
■
噂

国
保
の
お
知
ら
ぜ

　
　
　
　
　
加
入
、
脱
退
の
届
出
は

　
　
　
　
　
十
日
以
内
に

一
加
入
し
、

璽
鱒
欝
藷
羅

④
氏
名
の
変
更
の
あ
っ
た
場
合
等
に

は
十
日
以
内
に
届
出
が
な
け
れ
ぱ
な

皆
さ
ま
が
0
職
場
の
健
康
保
険
に

　
　
　
叉
脱
退
し
た
場
合
②
十
日

二
2
凹
≡
…
■
＝
…
｝
■
騒
≧
…
■
■
…
…
■
■
［
…
＝
■
■
…
…
■
囲
＝
【
…
1
一
…
儲
■
』
＝
…
聞
■
■
…
…
■
■
…
…
■
■
一
…
＝
■
『
…
＝
団
巴
…
『
＝
圏
■
一
…
＝
蟹
■
≡

大
十
日
町
市
建
設
へ
努
力

十
日
町
市
長

　
　
　
　
｝
　
　
　
蓬
　
　
輩

　
十
日
町
市
は
四
月
一
臼
よ
り
水
沢

村
を
合
併
し
人
口
四
九
、
八
五
四
人

面
積
二
二
一
、
三
四
平
方
キ
島
の
都

市
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
市
は
昭
和
二
十
九
年
三
月
三
十

一
日
に
四
ヵ
村
の
合
併
に
よ
り
市
制

を
施
行
し
て
以
来
同
年
十
二
月
一
日

に
吉
田
村
、
翌
年
二
月
一
日
に
下
条

村
を
そ
そ
ぞ
れ
合
併
し
人
口
四
三
、

○
○
○
人
の
田
園
都
市
と
し
て
円
満

な
而
政
を
行
っ
て
き
ま
し
た
の
で
自

治
大
臣
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

村
　
山
　
謙
　
吉

　
こ
の
た
び
更
に
水
沢
村
と
合
併
し
・

ま
し
て
一
層
強
力
な
自
治
体
と
し
て

出
発
で
き
ま
す
こ
と
を
市
民
の
皆
さ

ま
と
共
に
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
的
に
み
ま
し
て
て
も
五
大
都
市

を
除
い
て
全
国
の
市
の
平
均
人
口
は

約
七
万
五
千
人
で
あ
り
入
口
規
模
の

小
さ
い
自
治
体
は
将
来
大
き
く
発
展

す
る
こ
と
は
望
め
ま
せ
ん
の
で
今
後

夏
に
川
西
町
を
は
じ
め
郡
内
各
町
村

は
も
と
よ
り
六
日
町
、
湯
沢
町
、
松

代
町
等
と
も
充
分
連
絡
を
密
に
し
ま

し
て
大
十
日
町
市
建
設
の
た
め
遭
進

い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
幸
い
十

口
町
市
発
展
の
将
来
を
大
き
く
左
石

す
る
上
越
西
線
の
敷
設
問
題
も
先
月

二
十
八
日
の
鉄
道
審
議
会
に
お
い
て

予
定
線
に
入
る
こ
と
が
決
定
し
更
に

調
査
線
、
着
工
線
へ
の
早
期
決
定
を

期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
又
県
道
直

江
津
i
十
日
町
－
六
日
町
線
の
国
道

昇
格
も
建
設
省
に
お
い
て
内
定
し
明

る
い
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。
水
沢

地
区
に
お
い
て
も
地
域
開
発
の
た
め

多
く
問
題
が
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
が

特
に
南
雲
原
の
開
発
、
観
光
開
発
、

・
農
業
面
の
振
興
、
公
共
事
業
の
推
進

藻
市
全
体
の
間
題
と
し
て
取
晶

一
ん
で
行
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
と
思
っ
て

覆
ま
す
・

一
こ
の
合
併
を
契
機
と
し
て
暑
協

房
蕪
震
篶
め
・
大
＋
畠

一
嚢
の
た
箋
す
奎
を
お

「誓
い
い
た
し
ま
し
て
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

飛
躍
的
進
歩
を
期
待

旧
水
沢
村
長

騨
華

　
水
沢
村
は
昭
和
三
十
一
年
九
月
、

新
市
町
村
建
設
促
進
法
の
発
令
と
共

に
旧
貝
野
村
の
北
部
二
ヵ
部
落
と
合

古
　
沢
　
茂
　
樹

一併
し
て
総
面
積
五
三
、
八
二
平
方
ヂ

層
、
人
口
七
、
六
一
三
名
で
平
場
水

蒐
帯
と
当
間
山
の
璽
帯
の
高

一
原
畑
作
地
帯
か
ら
な
り
農
業
を
主
産

｝
業
と
す
る
純
農
村
で
あ
り
ま
す
。

『一
昨
年
秋
多
年
に
わ
た
っ
て
村
民
の
宿

一
願
で
あ
る
県
道
水
沢
、
石
打
停
車
場

一
線
の
躍
郡
市
か
婁
へ
の
最

一
ら
な
2
と
に
馨
漿
め
ら
れ
て

・
い
ま
す
の
で
市
役
所
の
窓
口
叉
は
出

弾
所
の
香
で
所
定
の
手
藝
塞

蓼
れ
る
よ
畠
が
い
寄

一
　
手
続
き
を
し
な
い
と
保
険
料
の
二

一
重
賦
課
や
手
続
上
の
罰
則
を
受
け
る

三
開
戯
鰯
…
…
三
圏
覇
三
『
＝
爾
暇
囹
㎜
一

短
道
路
と
し
て
郷
土
の
産
業
文
化
の

向
上
発
展
に
飛
躍
的
な
進
歩
が
期
待

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
回
十
日
町
市
と
の
合
併
に
よ
り
ま

し
て
希
望
に
満
ち
た
い
く
つ
か
の
懸

案
を
更
に
大
き
な
観
点
か
ら
再
検
討

し
、
且
つ
叉
直
江
津
、
六
日
町
間
を

結
ぶ
二
級
国
道
の
実
現
、
あ
る
い
は

上
越
西
線
の
敷
設
等
と
相
ま
っ
て
将

来
大
き
な
希
望
が
持
た
れ
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
に
お
き
ま
し
て

も
良
識
的
な
市
民
各
位
の
ご
理
解
を

信
頼
し
、
発
展
的
解
消
を
決
意
し
た

私
共
の
立
場
を
ご
同
情
下
さ
い
ま
し

て
ご
指
導
ご
鞭
撞
を
お
願
い
す
る
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
最
後
に
合
併
に

際
し
ま
し
て
温
く
迎
え
て
下
さ
っ
た

皆
さ
ま
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
共
・

・
に
隣
接
町
村
の
多
年
の
ご
交
誼
を
深

謝
し
、
将
来
の
ご
発
展
を
祈
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
十
分
ご
留
意

下
さ
い
。
又
国
保
の
加
入
を
し
な
い

う
ち
に
同
一
世
帯
の
被
保
険
者
証
を

使
わ
れ
た
場
合
は
給
付
金
の
返
還
や

不
正
使
用
の
罰
則
を
受
け
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
か
ら
あ
わ
せ
て
ご
注
意
ね

が
い
ま
す
。

◎
歯
科
補
て
つ
（
入
れ
歯
）

　
　
（
会
計
課
長
）

▽
産
業
課
長
補
佐
　
柳
栄
三
郎
（
産

　
業
課
農
蘇
係
長
）

▽
衛
生
体
育
課
長
補
佐
　
南
雲
幸
一

　
　
（
保
険
衛
生
課
長
補
佐
）

▽
衛
生
体
育
課
・
環
境
衛
生
係
長

　
尾
身
才
治
郎
（
保
険
衛
生
課
）

▽
市
民
体
育
係
長
　
上
村
仁
平
（
水

　
沢
教
委
）

▽
税
務
課
固
定
資
産
税
係
長
　
岡
田

　
節
三
（
国
土
調
査
係
長
）

▽
税
務
課
国
土
調
査
係
長
　
上
村
安

　
輝
（
水
沢
税
務
課
）

▽
税
務
課
税
政
係
長
　
関
口
秀
夫

（
税
務
課
）

▽
麗
課
相
談
餐
開
猛
郎

㎜　
　
（
社
会
福
祉
事
務
所
）

▽
庶
務
課
庶
務
係
長
上
村
誠
作

一
　
（
旧
水
沢
振
興
課
長
）

i
i
ー
急
』
F
弓
ー
1

　
の
給
付
実
施

　
四
月
一
日
か
ら
歯
の
補
て
つ
（
入

一
れ
歯
）
に
つ
い
て
保
険
適
用
範
囲
の

【露
岡
聾
畷
い
で
支
払

一　
こ
れ
に
よ
り
入
れ
歯
を
さ
れ
た
方

は
歯
科
医
師
窓
口
で
全
額
を
支
払
わ

れ
、
そ
の
診
療
明
細
書
の
受
領
証
を

一い
た
だ
き
甫
役
所
の
保
険
課
へ
提
出

下
さ
い
。
そ
の
と
き
支
払
期
日
と
支

一
払
場
所
霧
智
せ
建
し
ま
す
の

で
そ
れ
に
よ
り
国
保
適
要
治
療
費
の

一
半
墾
受
領
下
さ
い
．

㎝
◎
今
ま
で
の
葬
祭
者
に
は

も
れ
な
く
受
け
ま
し
ょ
う

畜
犬
登
録
、
狂
犬
病
予
防
注
射

　
昭
和
三
十
七
年
度
畜
犬
登
録
印
請

の
更
新
な
ら
び
に
第
一
回
定
期
予
防

注
射
を
別
表
の
と
お
り
実
施
い
た
し

ま
す
か
ら
飼
育
者
は
か
な
ら
す
登
録

申
請
予
防
注
射
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

一
、
諸
手
数
料
　
三
〇
〇
円

　
予
防
注
射
料
　
一
一
〇
円

　
注
射
交
付
手
数
料
　
三
〇
円

二
、
印
か
ん
及
び
料
金
を
当
日
ご
持

参
願
い
ま
す
。

青
少
年
保
護
条
例

が
施
行

　
県
下
の
青
少
年
の
健
全
育
成
を
ね

一
ら
い
と
す
る
県
胃
年
保
護
育
成
条
例

は
四
月
一
日
か
ら
施
行
に
な
り
、
い

よ
い
よ
積
極
的
な
運
動
が
展
開
さ
れ
．

ま
す
が
、
十
日
町
市
社
会
福
祉
事
務

所
で
も
、
こ
の
条
例
内
容
の
説
明
会

を
持
つ
よ
う
計
画
し
て
お
り
ま
す
の

で
実
施
に
あ
た
っ
て
は
何
分
の
む
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

｛
次
の
額
を
支
給
い
た
し

一
ま
す

一　
生
後
一
ヵ
月
末
満
の
死
亡
者
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

五
〇
〇
円
、
生
後
一
ヵ
月
以
上
六
才
一

未
満
の
死
亡
者
に
は
六
〇
〇
円
、
満

六
才
以
上
十
四
才
未
満
の
死
亡
者
に

は
八
O
O
円
。

薦
蕪
鋪
懸

一
の
一
般
給
付
は
旧
水
沢
村
当
時
と
か
㎜

わ
り
な
い
が
葬
祭
費
の
支
給
額
に
限
、

り
年
令
の
基
準
対
象
毎
に
支
給
額
が
㏄

ち
が
い
ま
す
こ
と
を
ご
了
承
下
さ
い
、

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

◎
助
産
費
の
増
額
　
　
　
　
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

一
今
ま
で
の
助
産
費
の
五
・
・
里

一
給
を
四
月
一
日
よ
り
の
出
産
者
か
ら

一
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

果
。
。
。
円
を
支
給
い
た
し
ま
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

月日 時　　　問
　

実施場刻区　域
4．1619．0う～11．00
　1　14．1719．00’｝11．00

ニ＿＿＿

　　市　役　所
1本町通りより東側

本町通りより西側

　　9．30～11．00
4，18　 1．00’》2．00

中条出張所

大井田小学校

中　条　里　地

大井田地区
　14．21 10．00』》12．00

　1
吉田出張所 吉　田　地　区

4．2319．30戸一11．00

　1
下条出張所 下　条　地　区

丘26胃：ll二ll：ll 水沢出張所
水沢駅曲角

　一

4．3Gt9・30～1LOO

　l2．00f－3。00

川治公民舘

六箇出張所

川治一地区
六　箇　地　区

　ilO・30｛・IL3C
5．11　i2．00～3，00

真出小学校
名ケ山小学校

真　田　地　区

名ケ山地区
　卜5．8il1．00’》12．00
　1

新水診療所 中　条　山　地

三
日
…
一
も
も
こ
一
一
三
ζ
二
言
三
一
…
三
一
三
三
ー
一
・
一
一
～
｝
一
一
二
葦
一
も
㌔
毒
ξ
拳
一
罵
・
言
ξ
箭
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消
防
職
員
急
募
〃

募
集
人
員
　
消
防
士
　
五
名

受
験
資
格

－
年
令
満
十
八
才
以
上
満
二
十
五
才
未
満

2
学
力
高
校
卒
以
上
叉
は
同
等
程
度
の
学

　
　
　
　
　
　
力
を
有
す
る
者

3
身
体
身
長
一
、
五
八
矧
以
上
、
胸
囲
は

　
　
　
　
　
　
身
長
の
二
分
の
一
以
上
、
体
重
五

　
　
　
　
　
　
〇
キ
。
4
以
上
、
視
力
O
・
六
以
上

　
　
　
　
　
　
で
色
盲
で
な
い
者

4
住
所
　
任
用
後
は
本
市
内
に
居
住
で
き
る

　
　
　
　
　
　
者

試
験
日
時
　
昭
和
37
年
4
月
25
日
（
水
）
午
前
九

時
筆
記
試
験
、
午
後
一
時
面
接

試
験
場
所
　
織
物
会
舘
第
一
会
議
室
（
二
階
）

受
付
期
間
　
自
四
月
十
五
日
至
四
月
二
十
二
日

賦
験
科
目
　
国
語
、
数
学
、
社
会
常
識

受
験
手
続
　
希
望
者
は
申
込
書
（
十
日
町
職
業

安
定
所
に
あ
り
ま
す
）
に
履
歴
書
身
上
調
書
及

び
学
業
成
績
証
明
書
を
そ
え
て
十
日
町
職
業
安

定
所
へ
申
込
ん
で
下
さ
い

採
用
時
期
　
昭
和
三
十
七
年
五
月
一
日
の
予
定

給
与
月
収
お
お
む
ね
九
、
五
〇
〇
円

（
税
込
）
の
ほ
か
制
服
類
が
支
給
さ
れ
る

予
め
受
験
者
身
体
検
査
証
を
お
渡
し
い
た
し
ま

す
か
ら
早
目
に
十
日
町
病
院
に
於
て
検
査
を
受

け
受
験
当
日
持
参
し
て
下
い
。

不
明
の
点
は
安
定
所
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

轟
■
一
一
三
一
一
ξ
一
＝
＝
＝
田
冒
＝
二
三
一
＝
一
一
．
．
二
．
一
軸
三
三
一
．
．
＝
り
－
冒
三
｝
曽
一
一
一
．
ρ
＝
り
．
三
一
三
．
一
一
＝
．
一
．
三
一
＝
一
．
．
－
∈
ロ
．
三
三
一
一
．
‘
，
．
卵
自

一’・・dl…一一叩0・一一‘』・・”r］”働巳“1』・・PIO嘲1，’・。・ll駒・・6門，’謄閣・。11伽・・8一●0’。9・・1』“冒聾’ll川・9・1』859叩’。hIll・・響叩嘲a69臨‘1陰・一5閃lr’・。・‘』・膠・8旺9胆80瞳・“…門1，喝・・巳一』．6夢一叩1昌11・‘b9・・’賜邑，1唇謄騒65』…叩・随轟‘h

　一
『，

したま汲取り料金が変り

円
円

0
　
5

循
乙
　
2

364（2斗）

364（2斗）
旧料金
改正料金

永らくご迷惑をおかけいたしておりましたが、汲取作業

を4月11日から開始しておりますのでご利用下さい。

申込は市民課窓口にて汲取券ご購入下さいQ

（衛生体育課）
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農
業
が
七
割
・
純
農
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ざ
ま
し
い
商
工
業
の
進
出

　
旧
役
場
の
位
置
は
飯
山
線
土
市
駅

か
ら
約
百
層
の
地
点
、
六
つ
の
大
字

か
ら
な
り
二
十
三
部
落
が
あ
る
。
水

沢
地
区
の
．
面
積
は
五
三
・
八
二
平
方

♂
厨
の
う
ち
田
五
三
三
町
歩
、
畑
六

調
査
で
は
七
、
六
三
一
人
、
世
帯
数

一
、
三
七
九
で
地
域
内
の
産
業
別
構

成
を
み
る
と
農
業
が
九
二
七
戸
、
商

業
八
七
戸
、
．
製
造
業
一
六
戸
、
建
設

業
四
四
戸
で
農
業
が
全
体
の
約
七
割

を
占
め
る
と
い
う
純
農
村
地
域
で
あ

り
ま
す
。

◎
産
業
で
は
ま
す
農
業
に
お
き
ま

し
て
山
間
農
業
地
帯
で
あ
る
た
め
経

営
耕
地
も
畑
面
積
と
水
田
、
面
積
は
ほ

ぼ
同
じ
く
農
作
物
に
お
き
ま
し
て
水

稲
十
八
万
三
千
ヌ
、
政
府
売
渡
米
一
・

万
三
千
七
百
五
十
五
俵
、
そ
さ
い
十

二
万
七
千
百
二
十
五
踏
、
特
産
苗
木

は
百
四
十
四
万
本
、
叉
水
沢
い
ち
ご

は
作
付
二
十
四
町
歩
、
四
万
八
百
貫

の
収
量
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

◎
養
蚕
は
年
間
実
戸
数
五
百
六
十

八
戸
、
桑
園
．
面
積
八
百
三
十
二
反
、
掃

立
卵
量
二
万
二
千
二
百
十
髪
、
収
繭

量
五
万
四
千
六
百
三
十
七
’
4
と
な

っ
て
い
ま
す
。

◎
畜
産
で
は
乳
牛
が
飼
育
戸
数
＋

五
戸
二
十
七
頭
、
役
肉
牛
四
百
六
十

五
戸
四
百
八
十
六
頭
、
馬
三
十
九
戸

三
十
九
頭
、
メ
ン
羊
四
十
戸
四
十
九

　
ヤ
　
　
ニ
　
　
　
ニ
　
ニ
ナ
　
ヤ
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

璽
廿
　
軽
欝
釜

四
百
四
十
戸
五
千
八
百
羽
と
な
っ
て

い
ま
す
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
工
業
で
は
木
材
木
製
品
の
塗

量
が
二
千
四
百
立
方
層
生
産
額
三
千

三
百
万
円
、
食
料
品
三
千
百
万
円
、

九
九
町
　
四
五
町
歩
廼

二
、
二
四
六
町
歩
、
原
野
六
八
五
町

歩
、
そ
の
他
一
、
一
七
四
町
歩
と
な

っ
て
い
ま
す
。

◎
人
ロ
は
昭
和
三
十
五
年
の
国
勢
一

部落名 世帯数 男 女 計

水　　　　沢 113 298 324 622
馬　　　　場 150 452 420 872
太　田　島 98 274 290 564
安　養　寺 41 126 127 253

姿 85 242 227 469
土　　　　市 189 503 509 1，0i2
新　　　　宮 91 243 239 482
伊　　　　達 150 412 436 84
大　黒　沢 60 172 185 357
小　黒　沢 32 94 ・〔）0 194
天　　　　池 9 38 27 65
細　　　　尾 41 116 120 236
池　之　尻 14 48 42 90
漆　　　　島 8 26 22 48
池　　　　沢 33 n5 108 223
野　　　　中 23 77 68 145
鍬　柄　沢 24 77 102 179
当　　　　間
二　俣　口
南　　　　雲
中　在　家
市　　ノ　沢
珠　　　　川

計

441
2gl

231

28
　164　106　67　78・23　　77i　74
36E991107

1，3443，90413，943

　　1

157
971
681
94！「

321
20
135
172
151
206

7，847

襲1難
、

．
鞭
、
、欝

鐵

　
　
製
、
、
．
＋

　
　
　
　
　
　
．
、
呂

グ

覆

講
難
灘

　
　
R
　
　
　
須

　
“
卜
、

　
．
揺

　
　
　
　
寧
　
　
、

　
　
　
　
　
　
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隔
「
髭

　
　
　
　
　
　
築

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ア

　
＞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鑛
孟
｝
髭
．
、

　
　
顕
轟
、
漉
　
　
　
　
　
豆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ぽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
仙
、

　
　
　
　
　
　
　
’
、
．
簗
　
一
勧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Z

　
　
　
　
　
　
鑛
灘
　

　
　
　
　
、
議
畿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
難
簗

郷
『

　
　
　
ゾ
F

　
翻
．

．
条
　
　
　
諸

駿

製
糸
二
千
七
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。◎

教
育
面
は
中
学
校
一
、
小
学
校

三
、
同
分
校
二
と
あ
り
生
徒
数
は
中

『学
校
六
百
十
三
名
、
小
学
校
千
百
九

十
四
名
で
あ
り
ま
す
。
又
、
社
会
福

一祉
関
係
で
は
中
魚
沼
養
老
院
が
あ
り

　
　
　
　
　
ナ
　
と
な
っ
て
い
ま
す

藩
珠
川
開
拓
ダ
ム

｝
㊦
特
産
い
ち
ご

労
災
保
険
料
の
納
付

　
　
　
　
時
期
が
迫
り
ま
し
た

　
保
険
料
の
納
付
が
遅
れ
る
と
法
定

納
期
限
の
翌
日
か
ら
日
歩
六
銭
の
延

滞
金
を
徴
収
さ
れ
ま
す
し
、
又
労
働

者
が
業
務
上
の
災
害
を
被
っ
た
場
合

保
険
金
の
全
部
又
は
一
部
が
給
付
制

限
さ
れ
、
こ
れ
を
事
業
主
が
負
担
し
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌶
笏

　
　
　
川
　
　
，
六
、
、
　
⑫
篇
沢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
や

　
　
　
　
　
天
池
⑰
砺
漆
島
　
曾

　
　
　
語
纏
、
．
吻
二
俣
ロ

ワ
む
　

　
　
篇
＾
吊
め
⑰
　
水
沢
駅

　
　
7
孔
導
林
縄
鍔

　
　
を
の
　
の
　
　
　
ヒ

　
伊
蟹
土
粛
霧
，

沢
⑰
珠　水
川

労
働
者
に
支
払
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ

ん
。一

、
納
入
す
ぺ
き
保
険
料
及
び
納
付

期
限

　
三
十
六
年
度
確
定
保
険
料
（
追
加

納
付
分
）

イ
、
三
十
七
年
度
概
算
保
険
料
（
全

　
額
叉
は
第
一
期
分
）

ロ
、
納
付
期
限
三
十
七
年
五
月
十
五

日
ま
で

　
確
定
保
険
料
の
法
定
納
期
は
四
月

　
三
十
日
で
す
が
、
五
月
十
五
日
ま

　
で
納
付
し
て
い
た
ヤ
け
ば
延
滞
金

は
つ
き
ま
せ
ん
。

ハ
、
概
算
保
険
料
第
二
期
分
腔
七
月

三
＋
一
日

　
第
三
期
分
闘
十
一
月
三
十
日

一
一
、
納
付
場
所

　
取
扱
い
銀
行
、
郵
便
局
、
叉
は
所

轄
睡
皿
督
署
。

三
、
納
付
方
法

保
険
料
金
報
告
書
に
基
き
算
出
さ

　
れ
た
金
額
を
納
付
書
に
記
載
し
、

　
銀
行
、
郵
便
局
へ
納
付
又
は
監
督

　
署
へ
持
参
し
て
下
さ
い
。

報
告
を
お
忘
れ
な
く

　
　
　
　
　
　
　
労
基
法
・
労
災
法

　
十
日
町
労
基
署
で
は
年
度
替
り
に

当
っ
て
従
業
員
を
使
っ
て
い
る
事
業

主
の
方
へ
、
つ
ぎ
の
各
種
報
告
を
期

日
ま
で
に
監
督
署
に
ご
提
出
下
さ
る

よ
う
お
願
い
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
尚
、
記
入
方
法
等
不
明
な
方
は
印

鑑
（
保
険
料
報
告
書
の
場
合
は
三
十

六
年
四
月
以
降
の
賃
金
支
払
関
係
帳

簿
）
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

◎
適
用
事
業
報
告
（
一
部
提
出
）

①
報
告
期
日
　
四
月
三
十
日

②
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
四

　
月
一
日
現
在
従
業
員
（
家
事
使
用

　
人
を
除
く
）
を
一
人
で
も
使
用
し

　
て
お
ら
れ
る
事
業
主

◎
昭
和
三
十
六
年
度
確
定
、
昭
和
三

十
七
年
度
概
算
保
険
料
報
告
書
（
二

部
提
出
）

①
報
告
期
日
　
四
月
十
五
日
ま
で

②
労
災
保
険
に
加
入
し
て
お
ら
れ
る

　
事
業
主
の
方
に
は
既
に
お
手
元
へ

　
報
告
用
紙
を
送
付
し
て
あ
り
ま
す

　
の
で
「
報
告
書
の
書
き
万
」
を
良

　
く
お
読
み
下
さ
い
。

◎
そ
の
他

　
時
聞
外
や
休
日
労
働
に
つ
い
て
協

定
さ
れ
て
い
る
場
合
で
協
定
期
間
が

切
れ
た
場
合
ぱ
改
め
て
協
定
し
、
届

出
さ
れ
な
い
と
残
業
や
休
日
出
動
を

さ
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。

農
業
の
近
代
化
普
及

活
動
の
推
進

　
　
　
　
　
　
　
　
3
7
年
度
指
導
重
点
目
標

　
十
日
町
地
区
農
業
改
良
普
及
所
で

は
、
昭
和
三
七
年
度
の
重
点
指
導
事

項
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
新
し
い
農

業
情
勢
の
な
か
で
、
近
代
化
、
構
造

改
善
の
方
向
に
そ
っ
た
．
普
及
活
動
を

推
し
進
め
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

①
営
農
改
善
重
点
部
落
を
引
き
つ
づ

　
き
設
け
、
そ
の
地
域
の
近
代
化
の

　
中
核
と
し
て
伸
ぱ
し
て
ゆ
く
。

②
最
近
伸
び
な
や
み
の
傾
向
に
あ
る

　
農
研
グ
ル
ー
プ
を
新
惰
勢
に
対
処

　
し
た
指
導
を
行
な
い
、
共
同
化
、

　
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
と
り
あ
げ

　
地
域
の
協
業
化
の
中
核
と
し
て
育

成
し
て
ゆ
く
。

③
農
業
が
婦
人
の
手
に
う
つ
り
つ
、

超過料金

　23円
　23

料率　蕃本料金（1ケ月につき）

20
再
語

料　　金
　　230円
　　230
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用
、
、
吊

　
　
　
　
蘭

　
　
　
　
　
　
　
用

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
正
口
『
大

　
　
　
　
　
　
　
　
業

　
般
．
業
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
時

　
　
　
　
　
　
　
殊

　
　
　
　
　
　
　
　
屋

　
　
　
　
一
小
㎜
大
・
特

　
　
　
営

，
工
業
馴
一
場

　
…
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨

量水リヲ種

　
あ
る
の
で
、
農
家
の
婦
人
に
対
す

　
る
農
業
技
術
、
知
識
を
高
め
る
と

　
同
時
に
生
活
改
善
を
合
わ
せ
向
上

を
は
か
る
。

④
稲
作
で
は
、
ま
す
消
化
力
を
進

　
め
る
た
め
機
械
化
、
除
草
剤
、
直

　
播
な
ど
の
技
術
確
認
を
は
じ
め
、

　
「
う
ま
い
米
つ
く
り
」
の
た
め
の

　
品
種
の
統
一
、
通
風
乾
燥
機
の
普

　
及
、
さ
ら
に
健
康
な
イ
ネ
を
つ
く

　
る
た
め
の
施
肥
改
善
、
耕
土
改
良

　押し

進
め
る
と
と
も
に
、
そ
れ
と

　併行し

た
増
収
技
術
（
五
石
と

り
）
を
確
認
普
及
し
ょ
う
と
す
る

　も

の
で
、
さ
ら
に
は
病
害
虫
防
除

　
の
合
理
化
と
し
て
共
同
防
除
体
制

を
強
力
に
押
し
進
め
よ
う
と
す
る

指
導
。

園
芸
で
は
近
郊
そ
菜
を
安
定
さ

　
せ
る
た
め
に
技
術
の
向
上
、
需
要

に
応
じ
た
品
目
の
転
換
。

ま
た
輸
送
園
芸
と
し
て
雪
下
カ
ン

ラ
ン
の
普
及
、
さ
ら
に
水
田
裏
作

田
畑
転
換
な
ど
の
技
術
確
立
。

畜
産
で
は
酪
農
、
肥
育
牛
、
豚

に
つ
い
て
の
飼
料
の
自
給
度
を
高

め
る
た
め
、
飼
料
作
物
の
栽
培
サ

イ
ロ
の
整
備
を
進
め
る
一
方
、
経

営
の
台
理
化
を
は
か
る
た
め
、
協

業
化
を
促
進
す
る
。

新
校
全
・
の
中
に

成
長
す
る
子
供
た
ち

一こ
れ
ら
の
重
点
事
項
を
も
と
に
農
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
の
顔
、
顔
、
顔
で
し
た
。
そ
れ
で

の
み
な
さ
ん
と
共
に
新
し
い
農
業
に
　
　
　
　
，

一
向
っ
て
進
み
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

こ
と
し
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
　
　
（
農
業
改
良
普
及
所
）

　
　
火
事
を
出
さ

一
な
い
よ
う

　
最
近
県
下
で
し
き
り
と
火
事
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
空
気
も

乾
燥
し
て
ま
す
く
火
災
の
葡
こ
り

や
す
■
い
時
節
と
な
り
ま
す
の
で
、
火

の
も
と
に
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

火
事
は
”

す
ぐ
ロ
一
九
番
へ

水
道
料
が
変
り
ま
し
た

　
　
　
一
般
用
（
＋
立
方
置
二
三
〇
円

　
水
道
料
金
が
四
月
か
ら
別
表
の
と

お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
よ
ろ
し

く
ご
了
承
願
い
ま
す
。
た
だ
し
工
業

用
、
中
、
小
口
用
で
二
百
立
方
麿
を

超
え
た
場
合
、
超
え
た
分
に
つ
い
て

て
の
み
超
過
料
を
一
立
方
麿
当
り
二
．

†
円
、
五
百
立
方
麿
を
超
え
た
場
合

超
え
た
分
に
っ
い
て
の
み
超
過
料
金

を
十
八
円
と
し
、
大
口
用
で
は
五
百

立
方
麿
を
超
え
た
場
合
、
超
え
た
分

に
つ
い
て
の
み
超
過
料
金
を
一
立
方

麿
当
り
十
八
円
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十

◎
校
舎
建
築
に
つ
い
て

　
当
校
の
校
舎
建
築
に
つ
い
て
は
、

機
会
あ
る
ご
と
に
P
T
A
新
聞
や
そ

の
他
の
新
聞
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し

て
参
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
御
協

力
に
よ
り
ま
し
て
着
女
と
進
め
ら
れ

て
参
っ
て
お
り
ま
す
。

　
咋
年
五
月
第
一
期
工
事
の
完
成
と

共
に
五
、
六
年
生
が
移
砥
致
し
、
そ

の
後
、
第
二
期
の
工
事
完
成
と
共
に

本
年
一
月
に
は
三
年
と
四
年
合
わ
せ

て
十
学
級
、
児
童
数
に
し
て
約
．
五
百

名
が
新
し
い
教
室
に
移
転
致
し
ま
し

た
。

　
そ
れ
ま
で
、
体
育
舘
を
区
切
っ
た

仮
の
教
室
で
勉
強
し
て
き
た
子
供
た

ち
の
喜
び
は
大
変
な
も
の
で
し
た
。

お
そ
る
く
ペ
ン
キ
ぬ
り
の
と
こ
ろ

を
な
で
て
み
る
者
、
ズ
ッ
ク
の
裏
を

た
ん
ね
ん
に
ふ
い
て
か
ら
床
を
歩
く

者
、
三
階
の
大
き
な
ガ
ラ
ス
の
は
ま

っ
た
窓
を
あ
け
て
外
を
の
ぞ
く
者
な

ど
、
驚
き
と
喜
び
に
満
ち
た
子
供
た

二
期
工
事
が
終
っ
て
普
通
教
室
の
棟

が
百
麿
近
い
長
さ
に
な
り
、
外
観
も

内
装
も
す
ぱ
ら
し
い
学
校
に
な
り
ま

し
た
。
新
校
舎
に
入
っ
た
子
供
た
ち

の
感
想
文
を
次
に
か
＼
げ
て
み
ま
し

ょ
う
。

　
　
ま
え
に
い
た
わ
た
し
た
ち
の
学

　
校
は
、
と
て
も
古
い
学
校
で
し

た
。
雨
が
ふ
る
と
あ
ま
も
り
が
す

る
し
、
雪
の
多
い
年
は
、
や
ね
の

　
雪
お
ろ
し
の
た
め
に
学
校
が
休
み

に
な
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　
先
生
は
「
こ
の
学
校
は
、
県
で

も
一
ぱ
ん
よ
い
ぐ
ら
い
の
学
校
で

す
の
で
、
い
ろ
く
な
方
が
、
見

に
き
ま
す
か
ら
、
そ
の
と
き
わ
ら

わ
れ
な
い
よ
う
に
、
き
れ
い
に
し

て
い
て
く
だ
さ
い
」
と
お
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
ゆ
か
を
そ
う
じ
す
る

時
も
か
わ
い
た
ぞ
う
き
ん
で
、
た

て
は
た
て
、
よ
こ
は
よ
こ
と
ふ
か

な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
が
、
力
を

入
れ
て
き
れ
い
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
新
し
い
校
舎
に
入

っ
て
、
学
校
が
か
わ
い
く
思
え
て

き
ま
す
。
そ
れ
に
、
作
っ
て
く
だ

さ
っ
た
方
の
た
め
に
も
、
て
い
ね

日
町
小
学
校

　
い
に
つ
か
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
P
T
A
活
動
の
概
要

　
戦
後
、
P
T
A
活
動
が
熱
心
に
行

な
わ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
当
校

の
P
T
A
活
動
も
き
わ
め
て
活
発
に

行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
P
T
A
の
組
織
と
し
て
、
会
員
委

員
会
、
校
外
補
導
委
員
会
、
保
健
委

員
会
、
学
年
委
員
会
、
渉
外
委
員
会

の
五
つ
の
委
員
会
で
組
織
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
そ
れ
ぐ
各
学
級
で
選

出
さ
れ
た
学
級
委
員
に
よ
り
組
織
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
度
の
活
動
を
ふ
り
か
え
っ
て

み
る
と
、
運
動
会
、
ス
キ
ー
大
会
等

へ
の
積
極
的
な
協
力
、
文
化
祭
の
、
折

の
バ
ザ
ー
、
新
グ
ラ
ン
ド
整
地
に
あ

た
っ
て
の
暑
い
夏
の
日
の
石
拾
い
、

　
　
Q

貧
　
　
　
◎雑

夏
休
み
中
の
子
供
た
ち
の
指
導
、
P

T
A
新
聞
の
発
行
等
、
積
極
的
、
実

践
的
な
活
動
を
行
な
っ
て
参
り
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
子
供
た
ち
に
直
結

し
た
聞
題
等
に
つ
い
て
は
、
学
級
毎

に
地
区
別
P
T
A
の
機
会
を
時
折
り

持
ち
、
父
兄
と
学
級
担
任
が
ひ
ざ
を

ま
じ
え
て
話
し
合
っ
て
お
り
ま
す
。

　
地
区
別
P
T
A
は
、
近
い
町
内
の

人
た
ち
を
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に

編
成
し
、
主
と
し
て
夜
聞
を
利
用
し

て
子
供
た
ち
の
い
ろ
く
な
問
題
に

つ
い
て
、
話
し
合
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
こ
の
こ
じ
ん

ま
り
し
た
話
し
合

い
が
、
本
当
に
父

兄
の
方
々
に
喜
ぱ

れ
、
こ
の
話
し
合

い
が
大
き
な
P
T

A
活
動
の
母
体
に

な
っ
て
お
る
よ
う

で
あ
り
ま
す
。

◎
土
里
児
教
育

の
重
点

当
校
に
於
い
て

は
、
子
供
た
ち
の

学
習
指
導
の
面
で
、
昨
年
度
特
に
改

訂
さ
れ
た
学
習
内
容
を
完
全
に
実
施

し
て
い
き
た
い
と
努
力
し
て
参
り
ま

し
た
。
子
供
た
ち
の
生
活
指
導
上
の

こ
と
も
考
慮
し
て
、
き
ま
り
よ
い
子

供
た
ち
に
成
長
し
て
い
く
た
め
に
、

次
の
よ
う
な
重
点
を
設
定
し
、
実
践

し
て
参
り
ま
し
た
。

◎
こ
と
ぱ
バ
．
か
い
を
正
し
く
し
ま
し

　
ょ
γ
つ

◎
人
に
呼
ぱ
れ
た
時
は
、
は
っ
き
り

　
と
へ
ん
じ
を
す
る

◎
お
わ
り
ま
で
は
っ
き
り
と
話
し
を

　
す
る

◎
仕
事
は
一
生
懸
命
で
や
り
ま
し
ょ

　
う

◎
仕
事
は
終
り
ま
で
、
き
ち
ん
と
や

　
り
、
あ
と
し
ま
つ
を
よ
く
す
る

◎
人
に
い
い
つ
け
ら
れ
る
前
に
、
自

　
分
か
ら
す
す
ん
で
仕
事
を
や
る
よ

　
う
に
す
る

O
体
を
清
潔
に
し
ま
し
ょ

　
　
り
つ

　
こ
れ
ら
の
重
点
が
、
日
六
の
子
供

た
ち
へ
の
生
活
の
目
標
と
な
っ
て
実

践
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

　
週
番
の
子
供
た
ち
も
、
こ
れ
ら
の

目
標
を
更
に
具
体
化
し
て
活
動
を
し

て
き
た
わ
け
で
す
。

　
こ
の
結
果
、
教
室
で
の
学
習
中
の

子
供
た
ち
の
返
事
、
話
し
ぶ
り
、
叉

清
掃
や
そ
の
他
の
作
業
の
時
な
ど
大

分
十
日
町
の
子
供
た
ち
の
件
治
態
度

も
向
上
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
新
校
舎
の
中
に
育
つ
子
供
た
ち
を

よ
り
立
派
な
社
会
八
に
育
成
し
て
い

く
べ
く
努
力
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
教
師
の
｝
つ
一
つ
の
指
導
、
更
に

父
兄
の
皆
様
の
よ
き
配
慮
が
健
全
な

十
日
町
の
子
供
、
更
に
は
明
日
の
日

本
を
、
そ
し
て
住
み
よ
い
郷
土
を
つ

く
る
と
い
う
確
信
の
も
と
に
私
た
ち

の
日
友
の
教
育
の
い
と
な
み
が
お
こ

な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
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